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10月（神無月） OCTOBER

12日・体育の日

７月から、税務署の受付窓口が一本化され
ています。これまでは、用件に応じて法人や
個人、資産等の担当部門の窓口に行っていま
したが、申告書や申請書の提出、用紙や納税
証明書の請求、税金の納付等については、新
たに「管理運営部門」（同部門がない署は総
務課等が担当）を設置し対応しています。

国　税／９月分源泉所得税の納付 10月13日

国　税／特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

10月15日

国　税／８月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 11月２日

国　税／２月決算法人の中間申告 11月２日

国　税／11月、２月、５月決算法人の消費税等の中間申告

（年３回の場合） 11月２日

地方税／個人の道府県民税及び市町村民税の第3期分

納付 市町村の条例で定める日

労　務／労働者死傷病報告（７月～９月分） 11月２日

労　務／労災の年金受給者の定期報告

（７月～12月生まれ） 11月２日

労　務／労働保険料第２期分の納付 11月２日

（労働保険事務組合委託の場合11月16日まで）

税務署受付窓口の一本化

10 月 の 税 務 と 労 務

ワンポイント
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Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
と
い
う
言
葉
を
最

近
耳
に
し
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

現
状
や
利
用
手
続
き
な
ど
も
含
め
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
、
わ
が
国
の
共

通
商
品
コ
ー
ド
と
し
て
流
通
情
報
シ

ス
テ
ム
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
バ
ー
コ
ー
ド
と

し
て
商
品
な
ど
に
表
示
さ
れ
、
Ｐ
Ｏ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
受
発
注
シ

ス
テ
ム
、
棚
卸
・
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
広
範
に
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
利

用
分
野
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
と
は

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
、
国
際
的
に
は

Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
と
呼
称
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
・
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
商
品
コ
ー

ド
と
互
換
性
の
あ
る
国
際
的
な
共
通

商
品
コ
ー
ド
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド

に
は
、
標
準
タ
イ
プ
（
十
三
桁
）
と

短
縮
タ
イ
プ
（
八
桁
）
の
二
つ
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
標
準
タ
イ
プ
に
は
、

最
初
の
七
桁
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
（
メ
ー

カ
ー
）
コ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
も
の

と
、
九
桁
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

通
常
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
自
動
読

み
取
り
を
行
う
た
め
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
バ
ー

コ
ー
ド
シ
ン
ボ
ル
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
シ
ン
ボ

ル
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
シ
ン
ボ
ル
と
は
、
わ
が
国

独
自
の
呼
び
方
で
あ
り
、
国
際
的
に

は
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
ボ
ル
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
シ
ン
ボ
ル
は
、
Ｊ
Ａ

Ｎ
コ
ー
ド
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
各
種

の
情
報
機
器
に
自
動
入
力
す
る
た
め

に
標
準
化
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ン

ボ
ル
で
す
。

一
つ
の
数
字
を
表
す
た
め
七
つ
の

帯
を
二
本
の
黒
バ
ー
と
二
本
の
白
バ

ー
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
の
設
定
対
象

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
ブ
ラ
ン
ド
別
、

サ
イ
ズ
別
、
容
量
別
な
ど
受
発
注
が

可
能
と
な
る
単
位
で
コ
ー
ド
番
号
を

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
し
か

も
「
消
費
者
購
入
単
位
」
が
設
定
対

象
で
す
。

単
品
は
も
ち
ろ
ん
集
合
包
装
（
段

ボ
ー
ル
箱
等
）
の
商
品
で
あ
っ
て
も
、

小
売
店
等
で
直
接
、
消
費
者
が
購
入

す
る
商
品
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド

と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
の
現
状

耐
久
消
費
財
、
文
化
用
品
、
身
の

回
り
品
な
ど
の
一
部
に
、
ま
だ
ソ
ー

ス
マ
ー
キ
ン
グ
（
商
品
情
報
を
あ
ら

か
じ
め
バ
ー
コ
ー
ド
に
印
字
す
る
こ

と
）
率
の
低
い
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、

業
界
を
あ
げ
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
導
入

を
研
究
・
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る

積
極
的
な
業
界
も
あ
り
ま
す
（
Ｄ
Ｉ

Ｙ
用
品
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
等
）。

特
に
、
繊
維
業
界
で
は
ク
イ
ッ
ク

レ
ス
ポ
ン
ス
の
仕
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
使
用
さ
れ
る
商
品
コ
ー
ド
は

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
が
前
提
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①

こ
れ
ま
で
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ

の
主
な
対
象
で
あ
っ
た
消
費
財
に

と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
財
へ
の
利
用

も
増
え
て
い
ま
す
。

②

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

公
共
料
金
支
払
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
、
料
金
支
払
帳
票
に
Ｊ
Ａ
Ｎ

コ
ー
ド
を
表
示
し
、
こ
れ
に
よ
り

料
金
請
求
（
帳
票
発
行
）
企
業
や
地

方
自
治
体
を
特
定
で
き
ま
す
。

現
在
で
は
、
公
共
料
金
（
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
等
）
に

加
え
、
通
信
販
売
代
金
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
代
金
、
保
険
料
、
学
習
塾
の

授
業
料
の
支
払
い
な
ど
利
用
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー

ド
の
登
録
主
体
も
製
造
業
、
流
通

業
の
ほ
か
に
自
治
体
、
公
共
機
関
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

③

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
、
商
品
メ
ー

カ
ー
に
お
け
る
出
荷
管
理
、
卸
売

業
に
お
け
る
入
出
荷
管
理
、
在
庫

管
理
、
小
売
業
に
お
け
る
入
荷
検

品
な
ど
物
流
シ
ス
テ
ム
の
分
野
で

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
小
売
業
に
お
い
て
は
、
補

充
発
注
の
際
に
棚
札
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
シ

ン
ボ
ル
を
読
み
取
る
こ
と
で
商
品

を
正
確
に
把
握
し
、
効
率
的
に
補

充
発
注
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

④

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
は
受
発
注
デ
ー

タ
交
換
や
商
品
マ
ス
タ
ー
情
報
交
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換
、
あ
る
い
は
リ
テ
イ
ル
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る
棚

割
管
理
情
報
交
換
な
ど
に
お
け
る

重
要
か
つ
共
通
の
商
品
コ
ー
ド
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
Ｅ
Ｄ

Ｉ
（
商
取
引
の
情
報
を
企
業
間
で

電
子
的
に
交
換
す
る
仕
組
み
）
に

よ
り
交
換
さ
れ
る
こ
と
で
、
ま
す

ま
す
そ
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し

て
い
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
（
楽
曲
）

や
音
楽
以
外
の
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ

（
落
語
、
小
説
の
朗
読
等
）
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
識
別
番
号

と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
一
〇
〇
万
を
超
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
が
配
信
さ
れ
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
無
形
の

商
品
販
売
が
増
加
す
る
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑥

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
に
お
け
る
商
品
を
識
別
す
る
番

号
と
し
て
も
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
が
積

極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
専
用
の
商

品
に
も
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
の
登
録
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

九
桁
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
（
メ
ー

カ
ー
）
コ
ー
ド
の
設
定

世
界
の
約
一
〇
〇
カ
国
が
加
盟
し

て
い
る
Ｇ
Ｓ
１
の
勧
告
を
受
け
て
わ

が
国
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
も
二
〇
〇
一

年
一
月
か
ら
九
桁
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー

ド
の
貸
与
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
新
規
に
申
請
す
る
企
業
に

は
原
則
と
し
て
、
九
桁
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業

コ
ー
ド
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
九

桁
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
が
貸
与
さ
れ

た
企
業
の
商
品
ア
イ
テ
ム
コ
ー
ド
の

桁
数
は
三
桁
で
す
。
商
品
ア
イ
テ
ム

コ
ー
ド
が
三
桁
で
不
足
す
る
企
業
に

対
し
て
は
、
申
請
に
よ
り
九
桁
Ｊ
Ａ

Ｎ
企
業
コ
ー
ド
が
複
数
貸
与
さ
れ
ま

す
。具

体
的
に
は
、
九
桁
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業

コ
ー
ド
の
貸
与
さ
れ
る
企
業
は
、
商

品
ア
イ
テ
ム
コ
ー
ド
が
三
桁
に
な
り

ま
す
が
、
申
請
時
か
ら
む
こ
う
三
年

間
の
商
品
ア
イ
テ
ム
コ
ー
ド
の
利
用

予
定
数
が
五
〇
〇
ア
イ
テ
ム
以
上
あ

る
事
業
者
に
は
、
新
規
登
録
用
の
Ｊ

Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
登
録
申
請
書
の

「
今
後
三
年
間
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
設
定

予
想
商
品
ア
イ
テ
ム
数
」
欄
に
記
入

さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
数
に
応
じ
て
複
数

の
九
桁
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
が
貸
与

さ
れ
ま
す
。

申
請
時
に
取
扱
い
商
品
が
五
万
ア

イ
テ
ム
以
上
の
場
合
は
、
七
桁
Ｊ
Ａ

Ｎ
企
業
コ
ー
ド
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
短
縮
タ
イ
プ
の
コ
ー
ド
体

系
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
標
準
タ
イ

プ
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

限
り
、
小
物
商
品
を
対
象
に
短
縮
タ

イ
プ
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
の
貸
与

の
申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
の
申

請
・
取
得
の
手
続
き

Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
は
財
団
法
人

流
通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
が
管

理
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
を
使
用
す
る
に
は
、

Ｊ
Ａ
Ｎ
企
業
コ
ー
ド
の
貸
与
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
料
を
流

通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
に
納
付

の
う
え
、
納
付
書
を
申
請
書
に
添
付

し
て
最
寄
り
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
窓
口
か
流
通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ

ン
タ
ー
に
直
接
提
出
し
ま
す
。
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家業から企業へ

Ｋ県・Ｋ市で不動産賃貸・管理・リフォ
ームを経営しているＡさん（37歳）は、５
年前、現在の不動産会社に入社。その頃は、
父、母、叔父と他人従業員１人の家族経営
でした。
店内はＴＶを見ながら足を机に上げ、客

を待っているという開店休業の状態。
Ａさんは店のイメージを良くしようと従

業員と接客の良い会社を頻繁に訪問し、コ
ーヒーの出し方、ＢＧＭに何を流すかなど
勉強。イメージを変える意味は、すぐに儲
けと繋がらないが人間力を磨くと父、叔父
を説得。
次にＡさんは、地域密着を図る作戦に着

手。
商店街の人と一緒にクリスマスのポップ

コーン作り、初詣の客に率先しておしるこ
配り…。
知り合いが増え、ようやくお客が来るよ

うになりました。
Ａさんは、現在の会社に入って以来、ず

ーっと考えていた課題があります。
“家業からどう企業へ脱皮するのか…。

家業でも充分、立派に経営しているところ
もあるし、一方、企業でも倒産しているで
はないか。家業と企業の違いはどこにある
のか…”という疑問、課題が分からないま
までいました。
Ａさんが家業と企業の違いをハッキリと

理解したのは、１年前に２店舗目を出し、
社員を３名雇ってからです。
企業は、他人の人間の集合体であり、そ

こに働く経営者、社員の創造性を基礎とし
た質的向上がなければ安定した発展は図れ
ません。
Ａさんは、家業としての長より企業の経

営者の方が役割は更に重くなることを実感
したそうです。そして、社員が定着してく
れるためには「社員が自分の将来の夢を描
けなければダメだ」と認識し、仕事を遂行
しています。

10月号 4

政
府
は
〝
農
・
商
・
工
連
携
〞
の

促
進
は
雇
用
増
大
に
有
効
と
ば
か
り

盛
ん
に
宣
伝
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
商
工
業
経
営
者
は
、「
農

家
は
百
年
、
二
百
年
と
続
い
た
と
こ

ろ
が
多
い
。
一
緒
に
仕
事
を
立
ち
上

げ
ま
し
ょ
う
、
と
誘
っ
て
も
疑
い
深

く
、
ガ
ー
ド
が
固
く
て
、
接
点
が
見

つ
か
ら
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

農
・
商
・
工
連
携
に
成
功
し
た
食

品
製
造
業
・
Ａ
さ
ん
は
、「
商
工
会

や
市
役
所
・
商
工
課
の
人
に
、
先
ず

接
す
る
こ
と
だ
。
し
か
も
、
市
と
か

商
工
会
と
い
っ
た
組
織
に
当
た
る
の

で
は
な
く
、
市
役
所
の
○
○
さ
ん
、

商
工
会
の
×
×
さ
ん
、
と
い
っ
た
情

熱
を
持
っ
た
人
の
賛
同
を
得
る
の
が

成
功
の
コ
ツ
」
と
説
明
し
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
○
○
さ
ん

と
×
×
さ
ん
の
紹
介
な
ら
と
農
家
の

マ
ト
メ
役
へ
と
話
が
進
む
そ
う
で

す
。

良い店

食品スーパー・Ｆ店。代表者Ｈさんは
サラリーマン生活後、27歳の７年前、父
親経営のＦ店（当時は２店舗）に入社。
入社２年目のとき、父親が病気で倒れ

いきなり社長に就任したものの、店の運
営が分からず古参の従業員に相談。
“どんな店にすれば良いんだろう”
“お客が一杯来る店にすれば良いんだヨ”
“………。”
その後、経営に慣れてきたＨさんは昨

年、自分の力で３店舗目を出店したもの
の半年間、お客はまるで来ない。赤字続
き、どうすれば良いのか…。
ふと、お客が来る店にしよう、損して

得を取れ、とばかり「朝のタイムサービ
ス」「夕方のタイムサービス」「火曜日の
お惣菜のつめ放題」と次々に手を打った
ところ、これが正解。
Ｈさんは、お客が来る店が良い店とい

うことが分かったと話します。

農
商
工
連
携
を
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め
る
に
は




